
皆さん、こんにちは。ご挨拶を申し上げます。 

一昨日、昨日と開催されました「地区大会」、お忙しい中ご出席下さいまし

た皆様、大変ご苦労様でした。昨日、大会第 2 日目の報告につきましては後

程、3 名の方よりご報告いただきますが、私は、本日の会長挨拶に替えて、大

会第 1 日目についてご報告申し上げます。 

21 日（土）は、❶ 職業奉仕研修セミナー ❷ クラブ指導者研修会 ❸ Ｒ

Ｉ会長代理歓迎晩餐会 が催され、10 時 30 分から 19 時 30 分まで、翌日

もそうでしたので、2 日間、ロータリー三昧のスケジュールでした。 
 

❶「職業奉仕研修セミナー」 10:30～12:00 於：ホテルオークラ ４Ｆ 

講師に、ロータリー職業奉仕研究の第一人者であられる第 2680 地区パス

トガバナーの田中 毅 氏（尼崎西ＲＣ・眼科医）をお迎えし、「職業奉仕の

真相を探る」のテーマのもと『決議 23-34』の決定について、職業奉仕の提

唱者アーサーＦ．シェルドン氏についての説明の中から、 も難しいと言わ

れている職業奉仕をわかりやすく解説していただきました。 

ロータリーが発足して間もなく、アーサー・フレデリック・シェルドンが

提唱した“He profits most who serves best”「 もよく奉仕する者、

も多く報われる」というモットーのもと、ロータリアン一人一人の責任とし

て、各々のロータリアンが各自の職場で個人的な貢献を行なってきました。

一時、「決議 23-34」に見られるように、職業奉仕・社会奉仕に関する論争

がおこりましたが、職業奉仕はロータリーの金看板として、ことに日本のロ

ータリアンに信奉されてきました。 

シェルドン氏は、1868 年 5 月、ミシガン州に生まれ、ミシガン大学を卒

業後、ビジネススクールを運営。ロータリーに奉仕理念を与えた、ロータリ

ー100 年の歴史の中、 大の功労者の一人です。 

 
 
 
 

     
 
 

 
 

  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出席率 会員46名中30名

先々週の出席率

 先週の 4/19

メークアップ

4/19

4/22 地区大会第1日目（新潟）へ

4/22

　佐藤嘉男君　吉井正孝君

　永桶俊一君　韮澤喜一郎君　野中　悟君

　安達　裕君　

地区大会第2日目（新潟）へ

　馬塲信彦君　鈴木圀彦君　熊倉高志君

　安達　裕君　平松修之君　丸山征夫君

95.45%

　馬塲信彦君　鈴木圀彦君　熊倉高志君

燕ＲＣへ　　　長谷美津明君　飯山勝義君

　　　　　　　石山荘一君　野崎正明君

　佐々木常行君　鈴木　武君　坪井正康君

三条東ＲＣへ　赤塚　寧君　広岡豊樹君
　熊倉高志君　野島廣一郎君　佐藤秀夫君
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❷ 「クラブ指導者研修会」 13:30～16:45 於：ホテルオークラ ４Ｆ 

国際ロータリー会長代理 鎌田謙三氏の講演の後、研修会Ⅰ、Ⅱが開催され、午前のセミナーに引続き熊倉幹

事とともに指導を受けて参りました。 

Ⅰ「クラブ活性化について」 講師 田中 毅 氏 

 昨今、日本のロータリークラブは、会員数の減少が続き、奉仕理念がぼやけてきた、クラブの中に真の親睦が

欠如してきた、ロータリアンになる魅力がなくなってきた…とその存続の危機すら心配されています。あらゆる

点からロータリーが魅力を取り戻す方法を考え、クラブがどのようにしてサバイバルに耐えていくのかは、クラ

ブ自身が決めて行かなければならないとのご指導をいただきましたが、地区大会開催が例年より半年遅かったた

めもありますが、折角のこの研修が時期を逸しているようで残念に思えました。 

Ⅱ「東日本大震災・ＤＭＡＴ」 講師 高橋 昌氏 

（新潟大学大学院医歯学系呼吸循環外科准教授 新潟大学ＤＭＡＴ隊長） 

「災害医療」をキーワードに、厚生労働省が着々と組織化を進めている災害医療派遣チーム（ＤＭＡＴ）の現

状と問題点についての説明がなされ、中越地震・中越沖地震を経験した新潟大学が現在取り組んでいる新しい災

害情報管理ツール「空飛ぶトリアージタグ“エアタグ”」が紹介され、効率の良い救助、救援の在り方について舞

台狭し“エアタグ”のように飛び跳ねながら熱心に説明いただきました。 
 

❸「ＲＩ会長代理歓迎晩餐会」 17:30～19:30 於：ホテルオークラ ４Ｆ 

カルヤン・バネルジーＲＩ会長代理として、2009～10 年度第 2650 地区ガ

バナーを務められました京都ＲＣ富田謙三氏（職業分類：私学経営）ご夫妻を歓

迎しての晩餐会が開かれ、ＲＩ会長代理のご挨拶の後、ジャスの生演奏（上野公

一トリオ プラスワン）の中での宴でした。 

ＧＳＥの 5 名のメンバーもこの晩餐会から参加、おしゃれに正装し、出席者の人

気を博しておりました。 
 

また、22 日の本会議中、ＧＳＥの活動報告があり、一人一人がこの一か月間

の貴重な体験を映像を交えて発表致しました。この大会 2 日間で何度かメンバー

に出会う機会がありましたが、帰り際、もう二度と会うことはないのでは…と、

ペーター、ティム、ニコル、イボンネ、マリケと三条で過ごした時

間を思い出しながら、別れを惜しみつつ 後の挨拶を交わして参り

ました。 

後に、本大会において 

●「2010～11 年度ロータリー財団表彰『100％財団の友会員ク    

ラブ』」・・・富田ＲＩ会長代理より贈呈 

●“ＡＥＤの設置及び救命講習会の開催”に対して「2010～11 年   

度ガバナー賞『社会奉仕部門』表彰」 

を大渓会長年度の功績ですが、私が代表として登壇、バナー、表彰

状をいただいて参りましたことをご報告申し上げ、地区大会報告を

終わります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～4 月 23 日 10,000 円 

今年度累計 744,480 円～ 

安 達 君

明朝、オランダに帰ります。皆様には大変
お世話になり、心より感謝申し上げます。

ＢＯＸに協力致します。

本日の例会は、ＧＳＥのフリータイムに同行

昨日の地区大会の空き時間に新潟⇔長岡
のため欠席致します。

を新幹線で往復、 初めての新幹線におお
はしゃぎでした。

石山君、田中君、銅冶君、馬場(一)君

熊倉 高志 幹事 

❍石本ガバナー事務所より  ５月ロータリーレートのご案内   5 月 1 日より 現行と同じく １＄＝82 円 

熊 倉 君 昨日の大会、ご出席の皆様大変ご苦労様

吉 井 君 昨日の地区大会、ご出席の皆様大変ご苦
労様でした。 私は、開会間もなく姿を消し
て失礼しました。何かと忙しい昨日でした。

平 松 君 昨日の地区大会、ご苦労様でした。
都合により、本日早退させていただきます。

ご苦労様でした。 それにしてもいろいろな
鈴 木 ( 圀 ) 君

ことがありました。

でした。本日の大会報告、丸山さん、野中

昨日の地区大会に参加された会員の方々

さん、永桶さん、よろしくお願い致します。



 

 

 

      丸山征夫会員 
  

4 月 22 日の地区大会で講演された鎌田 実さんのお話の内容の中で、同じ

ことを別の機会でも聞いたことがあり、その事柄を紹介します。 

それは今でも争っているイスラエルとパレスチナのことです。ある日、パレ

スチナの少年が川岸を歩いているところをイスラエル兵に射殺されました。 

その脳死になった少年の父親は少年の臓器を求められて 6 人のイスラエルの人

たちに提供したのです。自分の子供を殺した憎い

であろうイスラエル人に。 

6人の中の1人がイスラエル人の女の子でした。

その子には男の子の心臓が生きているというこ

とで鎌田先生は少年の父親と移植を受けたイスラエルの女の子とその父親とを引き

合わせるのに尽力をつくした。 

女の子は内気な子で人には会おうともしない子だったが、鎌田先生がお土産として

日本からきれいな着物（浴衣）と帯をプレゼントした。女の子は着物をきて人前に

現れて、問われた質問に「大きくなったら医師になり病気の人を救いたい。また平

和のためにも働きたい」と言ったそうです。 

北朝鮮、韓国と日本もこのようになって欲しいと思います。 
 

一番左が少年の父親、その右隣が 

少女の父親、右端が鎌田実さん 
     

      永桶俊一会員 
 

今回の地区大会は ANA クラウンホテル新潟で行なわれ、私としては柏崎、上

越に続き 3 回目の地区大会になります。 

午後からの記念講演の講師は、鎌田實先生でした。医師・作家である先生は

医師としてだけでなく、チェルノブイリ救援活動、イラクへの医療支援、東日

本大震災の被災地支援などさまざまな活動をする傍ら、作家としても活躍され

ているすばらしい先生です。 

先生から 3 つのホルモンのお話を聞かせていただきました。  

1 つ目は、アティポネクチンでアンチエイジングに効き、生活習慣病を抑え

る効果があります。生姜、唐辛子、ねぎ、わさびに含まれています。特に生姜

はガンを抑制する効果もあり、講演の内容を忘れても生姜だけは忘れないでくださいという話をされていました。 

2 つ目は、セロドシンで通称｢しあわせホルモン｣とよばれており、｢うまい｣とか｢きれいだな｣と感動すると分

泌されます。私も物事に鈍感にならず僅かなことでも感動するようにして｢しあわせ｣を常に感じるようにしなけれ

ばと思いました。  

3 つ目は、オキシトシン。炎症を抑え、ストレスを緩和し生きる力を与えてくれるすばらしいホルモンです。

赤ちゃんが母親のおっぱいを吸う時お母さんにオキシトシンが分泌されます。オキシトシンの分泌には母親と赤ち

ゃんのようにスキンシップと子供のためにという気持ちが重要です。 

男性でもスキンシップと相手のためになる行動によりオキシトシンが分泌されます。だれとスキンシップする

かは個々それぞれだと思いますが、タイミングを間違えるとストレスを緩和するどころかさらに溜まってしまう結

果になるので相手とタイミングには注意が必要だと思いました。   

もうひとつの相手のためになる行動はロータリーの｢奉仕｣につながるものであり、これによりオキシトシンが分

泌されてストレスが無くなったり、生きる力がわいてくれば 高かなと思います。 

自分のからだの状態を良くするには、日頃の自分の考え方や行動が深く関係していると感じました。   

 

      野中 悟会員 
 

 大会 2 日目の「ロータリーの夕べ」の中、新潟芸妓による“歓迎の舞”のアトラクションがあり、第 1～7

分区を代表する舞が披露されました。 

 第 1 分区「村上小唄」  第 2 分区「おけさづくし」  第 3 分区「新津松坂」  第 4 分区「岩室甚句」 

     第 5 分区「米山甚句」  第 6 分区「十日町小唄」   第 7 分区「高田の四季」 

    以上、30 分程の時間でしたが、非常に楽しませていただきました。また、現在芸妓は 30 人程で、当日は全員

出席とのことでした。 



 

［1954（昭和 29）年 ９月１３日生］

❍ 9 月 13 日・この日何の日？   

・1926 年のこの日、大阪～大連で日本初の海外定期飛行

便が始まる 

・1970 年のこの日、日本万国博覧会（大阪万博）が閉幕。

183 日間で入場者数延べ 6422 万 8770 人     

❍ ９月 13 日・この日誕生は？  山田洋次やまだようじ

（映画監督「男はつらいよ」「キネマの天地」 1931 年） 

ＲＩ会長代理の富田謙三氏より国際ロータリーの現況報告がありました。 

❑国際ロータリー                   

   

  

  

 

 

 

  

後に、世界的に会員増強が叫ばれている中、ロータリアンにアンケートを取った結果、 

① 退会を考えたことがある 52％   ② クラブの規則が厳しすぎる 33％ 

など、現況を見返しつつ増強を図っていくということをＲＩにおいても現実的になっているようです。 

我がクラブにおいても会員増強は必須と私は考えます。まずは現況を分析して増強を図るべきと同感致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次週例会  ５月 21 日  通常例会 卓話 広岡豊樹会員 

次々週例会 ５月 28 日  通常例会 クラブ・フォーラム「地区協議会報告」 

 

 

 

会  員(2011 年 6 月 30 日現在) 

ロータリアン数： 1,223,413 人 

ロータリークラブ数： 34,301 クラブ 

ロータリー地区数： 532 地区（2011－12 年度） 

国および地域数： 200 以上 

ロータリーにおける女性会員(2011 年 8 月 30 日現在) 

女性会員数： 205,685 人 

インターアクト(12～18 歳) ローターアクト(18～30 歳)  

     創設 1962 年 2011 年 9 月 30 日現在 創設 1986 年 2011 年 10 月 4 日現在 

会員数（推定）： 315,836 人 会員数（推定）： 204,102 人 

クラブ数： 13,732 クラブ クラブ数： 8,874 クラブ 

国および地域数 139 国および地域数 170 

ロータリー地域社会共同隊 ロータリー青少年交換プログラム     創設 1927 年 

創設 1986 年 2011 年 10 月 4 日現在 年間参加者（推定）： 8,500 

隊員数（推定）： 165,807 人 プログラムに参加している国と地域数：   115 以上 

共同隊数： 7,209   

国および地域数 81   

2011－12 年度ＲＩ予算  収入：9,249 万ドル   支出：9,549 万ドル 

◆ 会員誕生 ３日 野崎正明君 ４日 佐藤嘉男君 

  6 日 野島廣一郎君  

◆ 夫人誕生 ５日 永桶京子（俊一）さん 7 日 高橋由里（祐介）さん 

  9 日 安達範子（裕）さん 10 日 船久保佳子（孝志）さん 

  21 日 飯山栄子（勝義）さん  

◆ 結婚記念 2 日 船久保孝志君 ・佳子さん 2 日 熊倉高志君 ・ 豊子さん 

  7 日 韮澤喜一郎君 ・トシさん 13 日 坂井範夫君 ・ 洋子さん 

  18 日 谷 晴夫君 ・ ひさ子さん 20 日 飯山勝義君 ・ 栄子さん 

  23 日 草野恒輔君 ・ 恭子さん   


